
      

①
新
風 

②
赤
見
町
３
２
５
６ 

③(

25)

０
２
３
３ 

④
台
風
第

19
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害

被
災
を
受
け
た
本
市
の
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
の
被
災
を
受
け
て
一
日
も
早
い

復
旧
復
興
と
更
に
防
災
減
災
の
観
点

か
ら
も
今
後
の
備
え
と
し
て
の
対
応

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

引
き
続
き
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
子
育
て

す
る
な
ら
さ
の
。
そ
ん
な
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
一
つ
で
あ
る
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

      

①
蒼
生
会 

②
閑
馬
町
１
６
６
９ 

③(

65)

０
３
１
０ 

④
昨
年
発
生
し
た
台
風
第

19
号
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
方
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
今
以
上
に
行
政
と
一
体
と
な

り
、
国
・
県
と
連
携
を
取
っ
て
防
災

減
災
対
策
に
取
り
組
み
、
危
険
箇
所

の
早
期
な
改
善
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
佐
野
市
の
産
業
振
興
に
対

し
て
建
設
的
な
提
案
、
提
言
を
し
、

特
に
、
中
山
間
地
域
の
産
業
で
あ
る

農
林
業
の
振
興
に
向
け
て
新
た
な
支

援
事
業
に
取
り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
市
政
運
営
に
効
果
と
成

果
の
出
る
議
員
活
動
に
努
め
ま
す
。 

      

①
蒼
生
会 

②
越
名
町
３
１
３ 

③(

87)

４
１
１
５ 

④
昨
年
は
、
市
議
会
議
員
活
動

10
年

目
の
年
で
し
た
。
本
年
の
干
支
は
庚

子
（
か
の
え
・
ね
）
。
「
庚
子
」
が
表

す
意
味
は
、
新
た
な
芽
吹
き
と
繁
栄

の
始
ま
り
で
す
。
新
し
い
年
は
、
被

災
後
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を

第
一
課
題
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に

も
対
応
出
来
る
防
災
減
災
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
と
そ
れ
に
則
し
た
組
織
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
財
政

面
で
は
復
興
予
算
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
不
足
予
算
の
充
当
と
し
て
、

未
利
用
市
有
施
設
の
早
期
売
却
と
税

外
収
入
（
自
主
財
源
）
の
確
保
に
努

め
ま
す
。 

田所 良夫 

久保 貴洋 

鈴木 靖宏 

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 2 0. 1 . 1  ⑦  


